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はじめに
院内感染対策は，安全な医療の提供を確保するために
は，医療事故防止対策と共に必要不可欠なものの一つで
あり医療を受ける県民からの関心も高い。今回，行政の
立場から取り組んでいる院内感染対策として，各医療機
関における院内感染対策への支援や立入検査における指
導内容を述べると共に，平成１５年８月に県内７箇所に開
設された医療安全相談窓口に県民から寄せられた相談に
より，院内感染に対する県民の視線の一部を紹介する。
１．国の対応
院内感染対策に係る研究は，昭和６２年度に厚生科学研
究のテーマとして「院内感染症の現状と対策に関する研
究」等にて取り上げられており，国（現厚生労働省）で
は，これらの研究成果を踏まえ，平成３年６月に「医療
施設における院内感染の防止について」として，医療機
関への対策の周知及び積極的な取り組み推進を内容とし
た通知を各都道府県の衛生主管部（局）長あて発出した。
同通知では，１）院内感染対策の意義，２）院内感染対
策委員会，３）手指消毒，４）清掃，施設管理，５）滅
菌，消毒について先に述べた研究報告の要旨が述べられ
ている。
平成４年，千葉県内の病院で発生した１００人を超える
MRSA集団感染は，マスコミにより大きく報道され社
会問題化した。その後，行政の院内感染対策への取り組
みは更に本格化した。
当時の厚生省では，平成５年１月に抗生物質の使用方
法に関するガイドラインを策定するとともに，翌５年度
から院内感染対策施設整備補助制度を設け，翌６年度か
らは同設備整備補助制度も設け，院内感染対策に積極的
に取り組む医療機関を支援してきた。
これらの施策に加え，現在は，全国を複数のブロック
に分割し，医療従事者の職種（医師，看護師，薬剤師，
臨床検査技師）に応じた研修を毎年実施し，各地域の医
療機関への普及に寄与している。
しかしながら一方では，結核菌など様々な院内感染事
例が発生，報告されており，院内での対策の徹底がより
一層望まれる状況にあるため，厚生労働省では注意喚起
を促す通知の発出を行ってきた。
また，診療報酬体系の中でも院内感染対策を評価すべ
き項目として位置付け，平成１２年度改定からは，院内感
染防止対策（対策の基準は別表１）が未実施の医療機関
については，入院基本料から減算される仕組みを導入し
取り組みの徹底を促している。
２．徳島県における院内感染対策
冒頭にも述べたとおり，院内感染対策は，安全な医療
の提供を確保するために必要不可欠な課題であるとの認
識から，本県においては，厚生労働省から発出される通
知の周知を図るとともに，厚生労働省の補助事業を活用
し，医療機関の施設・設備整備を支援してきた。
更に，平成６年度には徳島県MRSA対策マニュアル
を作成し，医療機関への配布を行った。また，医療法に
基づく立入検査においても，重要項目の一つとして院内
感染対策を挙げ，その実態把握に務め必要に応じて医療
機関の指導を行っている。
立入検査では，医療法施行規則に定められた人員基準
及び施設基準に加え，診療緒記録等の保管や医療事故防
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（別表１）
・院内感染対策委員会の設置及び定期的な開催
・定期的な「院内感染レポート」の作成及び院内感染対策委員
会における活用体制の整備
・各病室への水道又は速乾式手洗い液等の消毒液の設置
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止対策，災害時の避難態勢といったリスク管理まで幅広
く状況把握を行っており，院内感染防止対策もこの中に
含まれている。
院内感染対策は，１）院内感染症対策委員会の設
置，２）感染症対策チーム（infection control team）の
設置，３）院内感染対策マニュアルの策定及び改定状
況，４）MRSA感染患者の状況，５）病院内における
セラチア菌感染患者の状況，６）病院内における結核感
染患者の状況，７）SARS対策に見る院内感染対策など
の項目につき報告を求め，担当者からの聴き取りにより
把握を行っている。
例えば，院内感染対策委員会の設置及び定期的な開催
については，ほぼ１００％の病院から実施しているとの報
告があるが，その内容については患者の状況が十分に把
握され詳細なレポートに基づく対策についての活発な議
論が行われているところから，形式的なものに留まり議
事録の記載もわずかなところまで，様々である。
また，抗生物質の使用について院内で指針を定めてい
る例が少数に止まる一方，MRSA等の検査が十分に行
われていない病院もあるなど，防止対策のスタンスにも
かなりの幅がある。
県では，院内感染対策委員会の活動状況について詳細
な把握を行い，実質的な活動が行われているかどうかを
確認すると共に，対策マニュアルに定められたルールが
院内の運営実態と乖離していないか，また院内で検討さ
れた成果が，第一線で業務に従事する職員により共有さ
れているか，実際の業務に反映されているか等について
も確認を行い，不十分な場合には指導を行っている。
後述する医療安全相談窓口に寄せられる相談の中には，
これらのルールの不徹底に対する不安から来る相談も含
まれており，全ての従業者にとって守ることができるよ
うなルールづくりが必要である。
そのためには対策マニュアルの継続的な見直しも含め，
院内感染対策が院内での自発的な取り組み－院内文化の
ような形で醸成されることが望ましいと考えている。
３．医療安全相談窓口に寄せられる院内感染関係事案
徳島県では，医療機関と患者の間の信頼関係構築の一
助となることを目指して，平成１５年８月から県内６保健
所及び本庁（保健福祉部医療政策課）に医療安全相談窓
口を設けている。開設以前から県に寄せられていたもの
も合わせ，平成１５年度に寄せられた相談は１８０件に上り
（開設後では１４０件），これらから県民の医療に対する意
識を垣間見ることができる。
近年，しばしば医療事故や院内感染事例が報道される
ことも影響してか，自らが受ける医療の安全性に対する
関心も高く，院内感染に関する相談も，８月の窓口開設
以降でも１３件と，比較的多く寄せられている。
医療機関における院内感染対策や院内の清潔保持に関
する不安を訴える内容が多く，具体的には，１）院内の
感染対策への疑問に十分答えてくれない，２）医療従事
者による病室への入退出時の手指消毒が徹底されていな
い，３）職員のマスク着用等の防止対策がない，４）
チューブなどの再生使用に対する不安などが挙げられて
いる。
また，これらの事例について，直接従事者に不安を訴
えたものの十分な説明が得られず行政相談窓口の利用に
至る事例もあり，患者サイドの不安を医療提供者サイド
が十分に受け止められていない現状が伺える。
相談者の多くは，医療機関側の回答に満足しない例だ
けでなく，様々な理由から十分な説明を求めることがで
きない状況にある場合も多い。しかしながら，自分や家
族にとっての不安を解決したいという強い要望から，相
談に至る例も多い。
患者（やその家族）の視線は，治療を受けている医療
機関が院内感染対策について十分な説明を行っているか
どうかや，医療機関における院内感染対策がスタッフを
通じて十分体現されているかどうか，といった点に向け
られており，こうした体制の不徹底は，患者と医療機関
の信頼関係構築にも少なからず影響を及ぼす事が予想さ
れるため，十分な留意が必要である。
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SUMMARY
Hospital infection control is one of the most important measures to provide safe medical care,
as well as prevention of medical accidents. In this paper, we introduce the support program of the
Tokushima prefectural office for the measures against nosocomial infection of each medical facility,
and also introduce some opinions of people in Tokushima Prefecture. The medical safety counseling
service sections were established at seven places in Tokushima prefecture in August，２００３. Many
people have consulted staffs about medical issues. The opinions of visitors of these sections are as
follows. People have high interest in the issue of the hospital infection control. Many people
want explanation of the measure against nosocomial infection of the medical facilities.
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